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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータと、当該ビデオデータに対して当該ビデオデータを基準とした時間軸にお
ける表示開始タイミングが対応付けられた資料画像データと、当該資料画像データに対し
て前記時間軸における表示開始タイミングが対応付けられた付加画像データと、を記憶す
る記憶装置と、
　オペレータ入力に従って前記ビデオデータを編集する編集装置であり、前記ビデオデー
タから削除する部分を指定するオペレータ入力に従って当該指定された部分を前記ビデオ
データから削除し、当該削除に応じて対応する資料画像データ及び付加画像データの表示
開始タイミングを更新する編集装置と、
　前記ビデオデータに基づくビデオ画像が表示される領域と、当該領域におけるビデオ画
像の表示に同期して対応する資料画像データに基づく資料画像がその表示開始タイミング
から表示されると共に対応する付加画像データに基づく付加画像がその表示開始タイミン
グから当該資料画像に付加して表示される領域と、を有するコンテンツ閲覧画面を表示す
るコンテンツ閲覧装置と、
　を備え、
　前記編集装置は、前記ビデオデータから削除した部分に前記付加画像データの表示開始
タイミングが含まれる場合に、当該付加画像データを削除すると共に、当該付加画像デー
タが対応付けられている資料画像データに後続する資料画像データの表示開始タイミング
を、前記ビデオデータから削除した部分の削除開始位置まで先行させる、
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　ことを特徴とするコンテンツ配信システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ファイルに納めた複数種類の資料画像データを画像出力する技術に関し、特に
、資料画像ファイルを資料画像データの種類に関わりなく作成することを可能ならしめる
技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
パーソナルコンピュータやモバイル端末などの閲覧クライアントに対して種々なコンテン
ツを配信するサービスが、特定領域或いは広域のサービスとして広く実施されている。
このようなコンテンツ配信を行うシステムには種々な態様があるが、ネットワーク通信技
術の発達により、ビデオデータを含むコンテンツデータも配信されている。
【０００３】
コンテンツ配信システムの概要は、配信サーバに種々なコンテンツデータを登録しておき
、閲覧クライアントが配信サーバにアクセスして所望のコンテンツを選択して要求すると
、これに応えて、配信サーバが該当するコンテンツデータを閲覧クライアントに提供する
と言うものである。
【０００４】
このようなシステムは、会議、講演、説明会、プレゼンテーション等といったように資料
画像を聴衆に提示して行う会議、講演、説明会等（本発明では、これらをプレゼンテーシ
ョンと称する）を収録したビデオデータをコンテンツとして配信するものがあり、例えば
教育目的として活用される。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
プレゼンテーションでは、静止画像や動画像といったデータ形式の別ばかりではなく、資
料データを作成したアプリケーションに依存したデータ形式といった種々な形式の違いが
ある資料画像データが使用される。これら形式の異なる資料画像を表示出力しようとする
場合には、プレゼンテーションの準備作業において、形式の異なる資料画像を予め形式変
換してファイル化し、この資料ファイルをプレゼンテーションに持ち込んで使用すること
が行われていた。
【０００６】
しかしながら、このような準備作業にあっては、個々の資料画像データについてその形式
を確認し、形式変換モジュールを起動して所定の形式に変換するといった煩雑な作業操作
を行わなければならなかった。
オーバーヘッドプロジェクタ（ＯＨＰ）を用いた従来のプレゼンテーション形式では、プ
レゼンテータは使用しようとする資料ドキュメントを透明シートに複写し、これをプレゼ
ンテーションに持ち込んで使用すると言った簡易な準備作業で足りたが、資料を画像デー
タとして使用する場合には準備作業が煩雑化してしまうといった課題があった。
【０００７】
本発明は、上記従来の事情に鑑みなされたもので、資料画像データをそのデータ形式の違
いを考慮することなく使用可能にして、当該資料画像の準備作業負担を軽減することを目
的とする。
なお、本発明の更なる目的は、以下に説明するところにより明らかである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明では、資料画像表示装置が、指示入力手段で表示資料を切り換えるオペレータ指示
を受け付け、種別判定手段で切換指示に応じて次に表示する資料画像のデータ種別を判定
し、出力制御手段で複数のデータ種別に応じて用意されたプレイヤから判定された種別に
　対応するプレイヤを選択起動して資料画像データを表示手段に出力する。
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これにより、プレゼンテーションにおいて資料画像データをそのデータ形式の違いを考慮
することなく使用可能にして、当該資料画像の準備を容易にする。
【０００９】
このような資料画像の表示処理を実現する資料画像表示装置は、コンピュータで資料画像
表示プログラムを実行することにより構成できる。
なお、本発明では、入力された複数の資料画像データをファイルに纏め、また、ファイル
に収められた資料画像データは切換指示毎に順序情報に従って読み出されて表示処理され
るようにするのが好ましい。
【００１０】
【発明の実施の形態】
本発明を実施例に基づいて具体的に説明する。
以下の説明では、まず、ビデオデータと少なくとも資料画像データ及び矢印等の付加画像
データとを含むコンテンツをユーザに配信するシステムについて説明し、次に、このよう
なコンテンツを作成するシステムについて説明する。
【００１１】
図１に示すように、本例のコンテンツ配信システムは、インターネットＮを介して接続さ
れる配信サーバ１、閲覧クライアント２、登録クライアント３を備えて構成される。
これら配信サーバ１及び登録クライアント３はそれぞれコンピュータハードウエアにより
プログラムを実行することにより所定の処理を行うように構成されており、閲覧クライア
ント２はユーザがコンテンツ閲覧をするためのブラウザ機能を有したパーソナルコンピュ
ータにより構成されている。
なお、本例の登録クライアント３は、後述するように、配信サーバ１に配信用として登録
するためにコンテンツの編集処理手段（編集装置）を兼ねている。
【００１２】
配信サーバ１は、ビデオデータと、当該ビデオデータに対応付けた資料画像データ、当該
資料画像データに対応付けた付加画像データ（矢印画像やアニメーション画像等）、コン
テンツタイトル等コンテンツレコード（メタデータ）を各コンテンツ毎のデータとして記
憶保持しており、閲覧クライアント２からの要求に応じて該当するコンテンツデータを配
信提供する。
なお、本例のコンテンツ作成システムでは、後述するように、配信サーバ１が配信するた
めのコンテンツをアーカイブファイルとして作成する処理を行う。
【００１３】
図２に示すように、ビデオデータ５は配信用のストリーム形式に変換された動画像データ
であり、資料画像データ６（Ａ～Ｋ）は、配信登録前の前処理によってオペレータがビデ
オを見ながら設定操作してビデオデータ５に対応付けた資料の画像データ、或いは、講演
者がスクリーンに表示する等した資料を用いながら行ったプレゼンテーションや講義など
の光景を撮影したビデオデータに対してその使用時間位置で対応付けた資料の画像データ
であり、静止画データ又は動画データである。
資料画像データ６は資料が用いられたビデオ中の時間位置（すなわち、使用開始タイミン
グと使用した時間幅）に対応付けられ、閲覧ユーザに対してビデオ画像に同期して該当す
る資料画像を提供するものである。
【００１４】
上記のコンテンツデータはブラウザを使用する閲覧クライアント２からの要求に応答して
配信クライアント１が配信処理を行い、要求元の閲覧クライアント２に提供されてその表
示装置に画面表示される。
【００１５】
配信サーバ１から配信されたコンテンツデータは、閲覧クライアント２で図３に示すよう
なコンテンツ閲覧画面として表示される。
このコンテンツ閲覧画面は、画像を表示するビデオ画面１０及び再生や停止などの操作ボ
タンが配置されたビデオ操作部１１を有したビデオプレイヤ部１２と、コマ送り操作ボタ
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ンが配置された操作部１３を有した画像表示部１４、コンテンツデータに関するプログラ
ム記述などを表示するノート表示画面部１５を含んでいる。
したがって、閲覧ユーザがポインティング入力で操作することにより、ビデオ画面１０に
コンテンツのビデオ画像を再生させ、画像表示部１４に当該ビデオに同期して（すなわち
、後述する対応付け位置で自動切換えして）対応付けられている資料画像を表示させるこ
とができる。
【００１６】
次に、コンテンツデータの配置登録について説明する。
図４に示すように、配信サーバ１には配信用として配置登録した各コンテンツのレコード
を記憶管理するデータベース２０と、各コンテンツの実体データを格納する複数の配置先
セット記憶部２１が設けられている。
データベース２０は各コンテンツデータのメタデータ、配置先ファイルパス、配置先ＵＲ
Ｌなどを含むコンテンツ用レコード２２と共に当該コンテンツデータが配置登録されてい
る配置先セットを特定する番号２３を記憶管理しており、当該データベース２０を参照す
ることにより、配信先セットに各コンテンツを配置登録し、また、閲覧クライアント２か
ら要求された該当するコンテンツデータを配信することができる。
【００１７】
配置先セット２１はそれぞれが１又は複数のコンテンツデータを格納する記憶領域であり
、これら配置先セット２１の集合として配信サーバ１のコンテンツデータ記憶領域が構成
されている。
図示の例では、各配置先セット２１には、ビデオデータを格納するビデオデータフォルダ
や資料画像データを格納するための画像データフォルダが設けられており、同じコンテン
ツのデータは同じ配置先セット２１となるように、これらフォルダ内に各コンテンツの対
応するデータが登録格納される。
【００１８】
各配置先セット２１へのコンテンツデータの配置登録は、オペレータ操作に従って登録ク
ライアント３によって行われる。
登録クライアント（後述する、編集手段）３は、ビデオデータと、少なくともビデオデー
タに対応付けられている資料画像データ及び付加画像データとを含むアーカイブファイル
２５を作成し、当該アーカイブファイルとして纏めてコンテンツを配信サーバ１に登録す
る。
【００１９】
このようにして配信サーバ１に登録配置されたコンテンツデータは、閲覧クライアント２
からの要求に応じてデータベース２０を参照することにより配信サーバ１から提供される
。
すなわち、閲覧クライアント２が配信サーバ１に対してコンテンツを指定する情報を含む
要求を送信すると、配信サーバ１はコンテンツレコード２２を参照して当該コンテンツデ
ータを配置した配置先セット番号を割り出し、該当するコンテンツを閲覧クライアント２
へ提供する処理を行う。
【００２０】
次に、上記のようなコンテンツ配信の前処理としてコンテンツアーカイブファイルを作成
する処理、更にその前処理としてのコンテンツを成すビデオデータを収録する処理、更に
その前処理としてのビデオ収録されるプレゼンテーションに使用する資料画像データファ
イルの作成及び出力処理を説明する。
なお、本発明の説明では、会議、講演、授業、説明会等といったように、資料を聴衆に提
示しながら発表を行う行為を総称してプレゼンテーションと言っている。
図５には、これらの処理を行うための本例に係るシステムの全体構成を示してある。
【００２１】
アーカーブファイル２５に収められて配信サーバ１に登録されるコンテンツは、プレゼン
テータＰがプロジェクタＪでスクリーンＳに資料画像３０を切換表示しながら行ったプレ
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ゼンテーションをビデオカメラＶで収録したビデオデータ３１と、これら資料画像３０の
データを含んでいる。なお、本例のコンテンツには、後述するように、資料画像３０に対
して付加して表示する矢印やアニメーション等の付加画像データも含まれる。
このようなプレゼンテーションでは、プレゼンテータＰの操作用としてプレゼンテーショ
ン支援装置４０が当該プレゼンテータＰの手元に設置される。
【００２２】
プレゼンテーションで使用される複数の資料画像データ３０は、予めファイル作成装置５
０によって１つの資料ファイル６１に纏められてファイル保持装置６０に保持されており
、プレゼンテータＰがプレゼンテーション支援装置４０から入力する切換指示に応じて、
資料ファイル６１に収められている資料画像データ３０を予め設定された順序に従って読
み出して、ビューア７０による表示制御処理を経てプロジェクタＪからスクリーンＳに投
影表示する。
【００２３】
また、収録されたビデオデータ３１、当該プレゼンテーションで使用される資料画像デー
タ３０（すなわち、資料ファイル６１）、当該プレゼンテーションでプレゼンテーション
支援装置４０から出力される切換指示信号は、対応付け装置８０に逐一入力され、実際の
プレゼンテーションにおける使用タイミングで資料画像データ３０がビデオデータ３１に
対応付けされる。
この対応付けされた資料ファイル６２とビデオデータ３１（なお、本例では、更に付加画
像データ）は、配信サーバ１に登録するコンテンツ素材としてデータ保持装置９０に保持
され、これらコンテンツ素材が編集装置１００によって必要な編集を施されて、配信登録
用のアーカイブファイル２５に纏められる。
【００２４】
図６には、資料画像ファイル６１の作成及び資料画像３０の表示に係るファイル作成装置
５０、ファイル保持装置６０、ビューア７０の構成を示してある。
ファイル作成装置５０は、資料画像データを入力する入力手段５１と、入力される際にオ
ペレータにより指定された順序情報を各資料画像データに付加する順序付け手段５２、入
力された資料画像データを資料ファイル６１に纏めるファイル化手段５３、資料ファイル
６１をファイル保持装置６０に出力する出力手段５４を有している。
すなわち、ファイル作成装置５０は、入力手段５１が資料画像データを入力し、　ファイ
ル化手段５３が入力された複数の資料画像データを資料ファイル６１に纏める処理を、下
記のビューア７０による処理に先立って行う。
【００２５】
資料画像データには、静止画像や動画像、更にはデータ形式の制限は特になく、これら種
別に関わりなく複数の資料画像データをファイル作成装置５０に入力して資料ファイル６
１とすることができる。
図７に示すように、資料ファイル６１に収められる各資料画像データ３０は、資料画像を
成す実データに加えて、資料ＩＤ、種別情報、上記オペレータにより指定された順序情報
（デフォルト）、オペレータにより付加されたタイトルや重要語等のキーワード等のデー
タを含んでいる。
【００２６】
ここで、各資料画像に重ね表示する矢印等の付加画像データ３３も資料画像データ３０と
ともにファイル作成装置５０に入力されて、資料ファイルの一部又は付属とされる。
付加画像データ３３とビデオデータ３０とは、後述するように、予め対応付けがなされて
おり、この対応付けに基づいて、資料画像３０の表示に伴って付加画像３３が同期表示さ
れる。
【００２７】
ビューア７０は、ファイル保持装置６０から資料ファイル６１を入力する入力手段７１、
　プレゼンテーション支援装置４０からの表示資料画像の切換指示を入力する指示入力手
段７２、切換指示に応じて資料ファイル６１から順次読み出す資料画像データ３０のデー
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タ種別をその種別情報から判定する種別判定手段７３、資料画像データをプロジェクタＪ
が表示出力可能な統一的な形式に変換する各種のプレイヤモジュールを保持したプレイヤ
ファイル７４、資料ファイル６１から読み出した資料画像データ３０をそのデータ種別に
対応したプレイヤモジュールを起動してプロジェクタＪが表示出力可能な形式に変換する
出力制御手段７５、投影用に形式変換された資料画像データ３０をプロジェクタＪに出力
する出力手段７６を有している。
【００２８】
このビューア７０は、指示入力手段７２が表示資料を切り換えるオペレータ指示を受け付
け、種別判定手段７３が切換指示に応じて複数種類の資料画像データ３０を収めた資料フ
ァイル６１から次に読み出して表示する資料画像データの種別を判定し、出力制御手段７
５がデータ種別に応じて用意されたプレイヤファイル７４から判定された種別に対応する
プレイヤを選択起動して資料画像データ３０をプロジェクタＪに出力する処理を行う。
【００２９】
上記の切換指示に応じた資料ファイル６１からの資料画像データ３０の読み出し（すなわ
ち、スクリーンＳへの資料の表示）は、各資料画像データ３０に初期的に設定されている
順序情報（デフォルト）に従ってなされる。したがって、プレゼンテータが切換指示をす
るタイミングで、順序情報（デフォルト）に従った順序で資料ファイル６１内に収められ
た資料画像が順次切り換えられてスクリーンＳに表示される。
そして、このような資料画像データ３０は、そのデータ形式に関わりなく資料ファイル６
１に収めれば、プレゼンテーション資料として使用することができ、資料の準備作業を極
めて容易に行うことができる。
【００３０】
なお、ファイル作成装置５０、ファイル保持装置６０、ビューア７０はそれぞれ別個の装
置として構成しても、これら装置機能を一体化した単一の装置として構成してもよく、い
ずれの装置構成においても、例えば、コンピュータに上記機能を実現するプログラムを実
行させることにより構成することができる。
【００３１】
ここで、資料画像データ３０としての動画像データを作成する方法の一例を説明する。
図８には、コンピュータを操作してその表示画面に表示される画像を例えば毎秒１０こま
といったように記録して、これら静止画像を連続させた動画像データを作成する装置を示
してある。
本装置は、コンピュータに所定のプログラムを実行させることにより構成され、上記ファ
イル作成装置５０、ファイル保持装置６０、ビューア７０と一体的な装置として構成して
もよい。
【００３２】
本装置は、オペレータの操作入力を受け付ける入力手段１２０、操作入力に応じた画像デ
ータを画像メモリ１２１に作成する表示制御手段１２２、画像メモリ１２１も画像データ
を読み出して当該画像を表示画面１２３に表示出力する読出手段１２４、画像メモリ１２
１から読み出されて表示される画像データを所定の周期で取得して動画像データを作成す
る動画化手段１２５、作成された動画像データを資料画像として保持する資料データメモ
リ１２６を有しており、この資料データメモリ１２６に保持された動画像データが資料画
像データとしてファイル作成装置５０に入力される。
【００３３】
このような動画像の資料データは、例えばパーソナルコンピュータの使用方法説明会の資
料として活用することができる。
図９には、その一例として電子メールの作成から送信に係る操作方法を説明する表示画面
１２３の画像を示してある。
【００３４】
同図（ａ）に示すように電子メール書式が画面表示された状態から、オペレータが入力手
段１２０から操作して、同図（ｂ）～（ｅ）に順次示すように、宛先欄に宛先アドレス（



(7) JP 4640564 B2 2011.3.2

10

20

30

40

50

ｘｘｘ＠ｘｘｘ．ｃｏ．ｊｐ）を記述し、次に、タイトル欄にタイトル（質問）を記述し
、次に、本文欄に本文内容を記述し、その後に、画面上の送信ボタン１２７をマウスカー
ソル１２８でクリックするという一連の操作を行うと、この一連も操作画面の画像が動画
化手段１２５により動画データ化されて、電子メールの作成から送信に係る操作方法を説
明するための動画像による資料画像データ３０が作成される。
したがって、動画像の資料画像を極めて容易に作成することができ、プレゼンテーション
による説明効果を高めることができる。
【００３５】
図１０には、プレゼンテータＰが操作するプレゼンテーション支援装置４０の構成を示し
てある。
プレゼンテーション支援装置４０は、ファイル保持装置６０に保持された資料ファイル６
１をビューア７０を介して入力する資料ファイル入力手段４１、資料ファイル６１中の各
資料画像データ３０を縮小してサムネイル画像化するサムネイル化手段４２、資料ファイ
ル６１中のスクリーンＳで聴衆に対して表示出力される資料画像を表示する領域４４と残
余の資料画像をサムネイル一覧で表示する領域４５とを画面上に有する表示手段４３、プ
レゼンテータＰからの操作入力を受け付ける操作入力手段４６、プレゼンテータＰから入
力された検索条件に合致する資料画像をサムネイル一覧４５から検索する検索手段４７を
有している。
【００３６】
上記ビューア７０は資料ファイル６１に収められている全ての資料画像データをプロジェ
クタ表示可能に変換してプレゼンテーション支援装置４０に提供しており、図１１に示す
ように、表示手段４３は順序情報（デフォルト）に従ってスクリーン表示される最初の資
料画像を画面４３の領域４４に表示してプレゼンテータＰに提示し、残余の資料画像をサ
ムネイル画像として領域４５に一覧表示する。
そして、画面４３上にはスクリーン表示する資料画像を前へ戻すための「戻る」ボタン４
８ａとスクリーン表示する資料画像を次の順序のものに切り換えるための「進む」ボタン
４８ｂとが設けられており、プレゼンテータＰが操作入力手段４６からこれらボタンを押
下することにより、スクリーン表示する資料画像を順次切り換えることができる。
【００３７】
なお、領域４５に一覧表示される資料画像はサムネイル形式であるので、これらサムネイ
ル画像をプレゼンテータＰが操作入力手段４６から選択押下することにより切換信号を発
して、選択した資料画像をスクリーン表示させることもできる。
このようなプレゼンテータＰによる操作により、上記の資料画像の切換指示信号がビュー
ア７０に入力されてスクリーン表示が切り換えられ、また、対応付け装置８０に入力され
てビデオデータ３１と各資料画像データとの時間位置関係の対応付け及び各資料画像デー
タの順序情報の更新がなされる。
【００３８】
そして、画面４３上には検索条件を入力するための欄４９ａと検索処理を実行指示するた
めの「検索」ボタン４９ｂとが設けられており、プレゼンテータＰが操作入力手段４６か
ら欄４９ａに検索条件を入力しボタン４９ｂを押下することにより、検索手段４７がサム
ネイル一覧４５の中から条件に合致する資料画像を検索し、当該資料画像のサムネイルを
ハイライト表示する或いは当該資料画像を領域４４に表示する等する。
この検索条件には、各資料画像データに設定されている順序情報、データ種別、キーワー
ド等を用いることができ、例えば、何番目に用いた資料画像、動画の資料画像、或るタイ
トルの資料画像といったように、検索手段４７により資料ファイル６１内から条件に合致
する資料画像を検索することができる。
【００３９】
このプレゼンテーション支援装置４０はコンピュータに所定のプログラムを実行させるこ
とにより構成される。
このプレゼンテーション支援装置４０によると、プレゼンテータＰは必要に応じて切換指
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示を入力するだけでスクリーン表示する資料画像を任意に切り換えることができるととも
に、事後における聴衆からの質問等に応じて必要な資料画像を探す際でも、検索処理によ
って迅速に所望の資料画像を探し出すことができる。
【００４０】
図１２には、ビデオカメラＶで収録されたプレゼンテーションのビデオデータ３１と、そ
こで使用された資料画像データ３０とを対応付ける対応付け装置８０の構成を示してある
。
対応付け装置８０は、収録されたビデオデータを入力するビデオ入力手段８１、プレゼン
テーションで使用される資料画像データ（資料ファイル６１）を入力する資料ファイル入
力手段８２、プレゼンテーションにおいてプレゼンテータＰが行った資料画像の切換指示
を入力する切換指示入力手段８３、ビデオデータを基準とした時間軸に対して切換指示の
入力タイミングを当該切り換えられる資料画像データの表示開始タイミングとして設定す
る対応付け手段８４、対応付け処理により更新した資料ファイル６２及びビデオデータ３
１をデータ保持装置９０に出力する出力手段８５を有している。
【００４１】
上記のようにプレゼンテーションで使用する複数の資料画像データは予め使用する順序情
報（デフォルト）が付与されて、原則的には、当該順序情報に従った順でスクリーン表示
されて使用されるが、実際のプレゼンテーションでは、上記のプレゼンテータ操作によっ
てスクリーン表示する資料画像の順序が変更されたり、或る資料画像を繰り返しスクリー
ン表示したりすることがなされるため、これをコンテンツデータで再現できるようにする
ために、対応付け手段８４は、入力された切換指示に応じて実際に使用された順序に従っ
て各資料画像データの順序情報（デフォルト）を順序情報（リアル）更新する。
なお、プレゼンテーション支援装置４０から入力される切換指示には資料ＩＤが含まれて
おり、対応付け手段８４はどの資料画像データが何時（タイミング）切り換えられたかを
把握して対応付け処理を行う。
【００４２】
また、プレゼンテーションで実際に使用される前の各資料画像データは図７に示すように
ビデオデータ３１との時間タイミングの対応付けがなされていないが、対応付け手段８４
は、切換指示の入力タイミングに基づいて、各画像データに対してその使用を開始タイミ
ング（ビデオデータの時間軸における時刻）を付加する時間位置の対応付けを行う。
ここで、本例のプレゼンテーションではスクリーンＳにいずれかの資料画像が常時表示さ
れているため、各資料画像の開始タイミングを規定するだけで、ビデオデータ３１に対す
る各資料画像データの時間位置が特定される。なお、開始タイミングと終了タイミングと
の組、或いは、開始タイミングと使用時間幅との組み、といったような形式で時間位置対
応を付けるようにしてもよい。
【００４３】
この対応付け装置８０によると、ビデオ入力手段８１が収録されたビデオデータ３１を入
力し、資料ファイル入力手段８２がプレゼンテーションで使用される資料画像データ３０
を入力し、切換指示入力手段８３がプレゼンテーションにおいてプレゼンテータＰが行っ
た資料画像の切換指示を入力し、対応付け手段８４が、これら入力に基づいて、ビデオデ
ータ３１を基準とした時間軸に対して、切換指示の入力タイミングを当該切り換えられる
資料画像データの表示開始タイミングとして設定する対応付け処理を行い、更には、入力
された切換指示に応じて実際に使用された順序に従って各資料画像データの順序情報を更
新する処理を行って、この対応付け及び更新処理を施した資料ファイル及びビデオデータ
３１をデータ保持装置９０に出力する処理がなされる。
【００４４】
このような対応付け装置８０による処理によって、収録されたビデオデータ３１とそこで
使用された資料画像データとが、実際のプレゼンテーションを再現する対応関係で関連付
けられ、これらがアーカイブファイル２５に纏められて配信サーバ１に登録されることと
なる。
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したがって、配信サーバ１から配信されたコンテンツを閲覧する閲覧クライアント２では
、その画面上にプレゼンテーションの光景とそこで使用された資料とが、実際のプレゼン
テーションを再現した状態で表示出力される。
【００４５】
なお、対応付け装置８０、データ保持手段９０、編集装置１００はそれぞれ別個の装置と
して構成しても、これら装置機能を一体化した単一の装置として構成してもよく、いずれ
の装置構成においても、例えば、コンピュータに必要な処理機能を実現するプログラムを
実行させることにより構成することができる。また、一体構成する場合は、更にプレゼン
テーション支援装置４０、ファイル作成装置５０、ファイル保持装置６０、ビューア７０
をも含めた構成とすることもできる。
【００４６】
上記のようにしてコンテンツとしてアーカイブファイル２５に纏められるビデオデータ３
１、資料画像データ３０、付加画像データ３３は、それぞれ図１４（ａ）（ｂ）（ｃ）に
示すような構成となる。
ビデオデータ３１は、ビデオ映像を成す実データの他に、自己のビデオＩＤ、ビデオの総
時間情報を含んでいる。
資料画像データ３０は、資料画像を成す実データの他に、自己の資料ＩＤ、対応付けられ
たビデオデータのビデオＩＤ、自己の表示開始タイミング、自己のデータ形式種別、実際
の使用順序である順序情報（リアル）、検索に用いられるキーワード等を含んでいる。
付加画像データ３３は、矢印画像やアニメーション画像等の付加画像を成す実データの他
に、自己の付加画像ＩＤ、対応付けられた資料画像データの資料ＩＤ、自己の表示開始タ
イミング等を含んでいる。
【００４７】
図１５には、ビデオデータ３１、資料画像データ３０、付加画像データ３３の関連付け関
係の一例を示してある。
ビデオデータ３１は時間幅Ｔの連続した動画像データであり、このビデオデータ３１の時
間軸に対して、時刻ＴＡを開始タイミングとした資料画像Ａ、時刻ＴＢを開始タイミング
とした資料画像Ｂ、時刻ＴＣを開始タイミングとした資料画像Ｃ、時刻ＴＤを開始タイミ
ングとした資料画像Ｄが対応付けられ、更に、各資料画像３０に対応して、時刻Ｔａを開
始タイミングとした矢印画像ａ、時刻Ｔｂを開始タイミングとしたアニメーション画像ｂ
、時刻Ｔｃを開始タイミングとした矢印画像ｃ、時刻Ｔｄを開始タイミングとした矢印画
像ｄが対応付けられている。
【００４８】
なお、資料画像３０は開始タイミングから次の資料画像の開始タイミングまでスクリーン
表示されているため、同図では資料画像データ３０を或る時間幅を持ったデータのように
表現されているが、これら表示間隔を示しているだけで、動画像でない静止画像の資料画
像データはそれ自体で時間幅を有しているわけではない。
また、付加画像３３についても同様であり、同図では表示間隔を示しているだけで、動画
像でない静止画像の付加画像データはそれ自体で時間幅を有しているわけではない。
【００４９】
このような資料画像３０と付加画像３３との対応付け関係により、資料画像の表示態様は
時間経過によって図１６に示すように変化する。
すなわち、同図（ａ）～（ｄ）にそれぞれ示すように、資料画像Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄがそれぞ
れ表示されている状態で、付加画像の開始タイミングとなると、矢印画像ａ、アニメーシ
ョン画像ｂ、矢印画像ｃ、矢印画像ｄがそれぞれの資料画像の設定位置に重ね表示される
。
したがって、このような資料画像と付加画像との同期表示がプレゼンテーションにおいて
なされ、そして、その時間関係を保持してコンテンツの再生において再現される。
【００５０】
図１７には、コンテンツ用に作成されたビデオデータ３１を編集するためにオペレータが
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操作する編集装置１００の構成を示してある。
編集装置１００は、データ保持装置９０からコンテンツ用データ（ビデオデータ３１、資
料画像データ３０、付加画像データ３３）を入力するデータ入力手段１０１、ビデオデー
タ３１中の削除部分を指定するオペレータ入力を受け付ける入力手段１０２、削除指定さ
れたビデオデータ部分３１ａに対応付けられている資料画像データ３０及び当該資料画像
に対応付けられている付加画像データ３３の時間位置を判定する判定手段１０３、削除指
定されたビデオデータ部分３１ａを削除して当該ビデオデータ３１を再結合させるととも
に当該削除部分３１ａに対応する資料画像データ３０及び付加画像データ３３の対応付け
時間位置を削除部分３１ａに対応して更新する削除結合手段１０４、編集処理のためのオ
ペレータインタフェースを画面表示する表示手段１０５、編集処理したコンテンツ用デー
タをアーカイブファイル２５として出力する出力手段１０６を有している。
【００５１】
表示手段１０５は、図１８に示すように、編集対象のビデオデータ３１を再生表示するた
めのプレイヤ１１０、当該ビデオデータに対応付けられた資料画像データ及び当該資料画
像データに対応付けられた付加画像データとの時間位置関係を視覚的に表す編集インタフ
ェース１１１を含むオペレータインタフェースを画面表示し、当該編集インタフェース１
１１に対する操作入力手段１０２からのオペレータ指示に基づいてビデオデータ３１中の
削除部分３１ａの指定入力を受け付ける。
【００５２】
編集インタフェース１１１には、ビデオデータ３１の時間幅を示す時間軸１１２、対応付
けられている資料画像の時間位置を示す資料画像マーク（或いは、サムネイル）３０ａ、
対応付けられている付加画像の時間位置を示す付加画像マーク３３ａが表示され、オペレ
ータが操作入力手段１０２のマウスをクリック或いはドッラグ操作等して、時間軸１１２
上の削除しようとするビデオ部分を指定入力すると、ビデオデータの削除対象部分３１ａ
が表示され、カットボタン１１３をオペレータが操作入力手段１０２からの操作で押下す
ると、削除結合手段１０４が指定されたビデオデータの対象部分の削除及び残余部分の再
結合処理を行う。
このような削除指示操作は、ビデオプレイヤ１００でビデオ画像を確認しながらすること
ができ、また、データの時間位置関係を視覚的確認しながら行うことができるので、オペ
レータ作業の負担が軽減される。
【００５３】
削除結合手段１０４は、上記のようなオペレータ指示入力に応じてビデオデータ３１の指
定部分を削除・再結合処理するが、ビデオデータ３１の削除部分３１ａに付加画像データ
３３の表示開始タイミング位置が含まれる場合には、本例では、幾つかの処理の方法が可
能である。
図１９（ａ）に示すように、資料画像データ３０及び付加画像データ３３が対応付けられ
ているビデオデータ３１を、ビデオ時間軸の時刻ｔcutから時間幅Ｔcutの部分を削除する
場合を例にとって説明する。
【００５４】
この削除部分Ｔcutには、付加画像データ（矢印ｃ）の表示開始タイミング位置ｔｃが含
まれており、図１９（ｂ）に示す方法は削除再結合処理の一つの方法である。
この方法は、削除部分Ｔcutに対応する資料画像Ｃの表示時間を短縮するとともに、矢印
ｃの付加画像を削除する方法である。すなわち、この方法によれば、ビデオデータと資料
画像Ｃとの削除されない部分（残余の部分）の時間位置対応はそのまま保たれることとな
る。
【００５５】
　図１９（ｃ）に示す方法は、矢印ｃの付加画像を削除するとともに、資料画像Ｃの削除
部分以降の残余部分も削除して、資料画像Ｃに後続する資料画像Ｄの表示開始タイミング
を削除部分に応じた先行する時間位置ｔcutに変更する方法である。この方法は、付加画
像の表示に重きをおいた削除再結合の方法であり、資料画像Ｃ中の或る事項を矢印画像ｃ
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で指示す行為が行われたビデオ画像部分を削除するのであるから、当該削除部分以降では
矢印画像ｃもその矢印ｃが指示す事項を含む資料画像Ｃも残余のビデオ画像の内容にとっ
てあまり意味を有しないので削除し、次の矢印画像ｄが現われる次の資料画像Ｄを先行し
て表示させるものである。
【００５６】
一般的に、付加画像はそれを表示した時点のビデオ画像があって意味があり、付加画像を
表示した以後の資料画像も付加画像があってこそ意味があるといえるので、図１９（ｃ）
に示す方法は、より実際のプレゼンテーション行為に即した削除再結合処理がなされると
いえる。
なお、上記のいずれの削除再結合方法もオペレータ入力によって選択して、削除結合手段
１０４に実行させることができる。
【００５７】
すなわち、編集装置１００によると、ビデオデータ３１と、当該ビデオデータの時間位置
に対応付けられた資料画像データ３０と、当該資料画像データの時間位置に対応付けられ
た付加画像データ３３と、を含むコンテンツに対して、操作入力手段１０２がビデオデー
タ中の削除部分を指定するオペレータ入力を受け付け、資料判定手段１０３が削除指定さ
れたビデオデータ部分に対応付けられている資料画像データ及び当該資料画像に対応付け
られている付加画像データの時間位置を判定し、削除結合手段１０４が削除指定されたビ
デオデータ部分を削除して当該ビデオデータを再結合させるとともに当該削除部分に対応
する資料画像データ及び付加画像データの対応付け時間位置を削除部分に対応して更新す
る処理がなされ、当該編集済みのコンテンツデータがアーカイブファイル２５として出力
される。
なお、編集装置１００において特段の編集処理を施さなければ、データ保持装置９０に保
持されたコンテンツデータがアーカイブ出力手段１０６からアーカイブファイル２５とし
て出力される。
【００５８】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によると、複数種類の使用画像データを収めたファイルから
資料画像データを順次読み出して、そのデータ種別に応じたプレイヤを起動して資料画像
を表示出力するようにしたため、プレゼンテーションのための資料画像データの準備作業
を容易化することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施例に係るコンテンツ配信システムを示す図である。
【図２】　本発明の一実施例に係るビデオデータと資料画像データとの関係を説明する図
である。
【図３】　本発明の一実施例に係る閲覧クライアントの画面表示を示す図である。
【図４】　本発明の一実施例に係るアーカイブファイルの配信登録処理を説明する図であ
る。
【図５】　本発明の一実施例に係る資料作成、プレゼンテーション支援、データ対応付け
、コンテンツデータ編集に係る一連のシステムを示す図である。
【図６】　本発明の一実施例に係るファイル作成装置及びビューアの機能構成を示す図で
ある。
【図７】　本発明の一実施例に係る資料ファイルを説明する図である。
【図８】　本発明の一実施例に係る資料作成装置の機能構成を示す図である。
【図９】　本発明の一実施例に係る動画像資料の作成処理を説明する図である。
【図１０】　本発明の一実施例に係るプレゼンテーション支援装置の機能構成を示す図で
ある。
【図１１】　本発明の一実施例に係るプレゼンテーション支援装置の画面表示を示す図で
ある。
【図１２】　本発明の一実施例に係る対応付け装置の機能構成を示す図である。
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【図１３】　本発明の一実施例に係る資料ファイルを説明する図である。
【図１４】　本発明の一実施例に係るコンテンツを構成するデータを説明する図である。
【図１５】　本発明の一実施例に係るコンテンツを構成するデータの対応関係を説明する
図である。
【図１６】　本発明の一実施例に係る資料画像と付加画像との関係を説明する図である。
【図１７】　本発明の一実施例に係る編集装置の機能構成を示す図である。
【図１８】　本発明の一実施例に係る編集装置の画面表示を示す図である。
【図１９】　本発明の一実施例に係る編集処理を説明する図である。
【符号の説明】
１：配信サーバ、　２：閲覧クライアント、
３：登録クライアント、　５：ビデオデータ、
６：資料画像データ、　２５：アーカイブファイル、
３０：資料画像データ、　３１：ビデオデータ、
３３：付加画像データ、　４０：プレゼンテーション支援装置、
５０：ファイル作成装置、　６０：ファイル保持装置、
６１：資料ファイル（デフォルト）、　６２：資料ファイル（リアル）、
７０：ビューア、　８０：対応付け装置、
９０：データ保持装置、　１００：編集装置、
Ｊ：プロジェクタ、　Ｐ：プレゼンテータ、
Ｓ：スクリーン、　Ｖ：ビデオカメラ、

【図１】

【図２】

【図３】
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